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　　　我々は宇宙機船内における空間線量計としての利用を考えた位置有感型比例計数箱(PS-

TEPC)の開発を行っている。宇宙滞在によって受ける放射線被ばくは地表より2オーダー以

上も高く、宇宙飛行士の滞在期間は生涯滞在被ばく線量によって制限されている。そのた

め、線量計測器の測定精度が低い場合には宇宙飛行士の滞在期間に必要以上の制限を与える

ことになる。宇宙放射線による被ばく線量は通常、LET（Linear Energy Transfer）の関数

として与えられる線質係数と吸収線量との積で表される線量当量により評価される。現在国

際協力により進められている月への有人探査や国際宇宙探査協働グループによって長期ビ

ジョンとして打ち出されている小惑星や火星への有人探査を考えると、これらのパラメータ

を高い精度でモニターする線量計が必要となることは想像に難くない。  

　 　PS-TEPCはμ-PICと呼ばれるピクセル型電荷読み出しデバイスを用いた有感体積

26×26×50mm3のTime Projection Chamberであり、入射放射線のガスに対するエネル

ギーデポジットだけでなく3次元飛跡を取得することが可能である。3次元飛跡からは1イベ

ント毎の飛跡長を見積もることができるため、 LETを精度良く求めることができるのが最

大の特徴である。PS-TEPCは2016年12月9日にHTV6号機にて種子島より国際宇宙ステー

ションに向けて打ち上げられ、日本実験モジュール「きぼう」船内への取り付けが行われ

た。PS-TEPCが機上で致命的な問題なく動作し、宇宙線量計として十分に機能することを確

認した。現在は、より遠方(月周回・月面ミッション)のフライトで利用できる形を目指し、

PS-TEPCの小型軽量モデルの開発を始めた。本講演では、初めにこれまでの開発成果のレ

ビューを行い、小型軽量モデルの概念設計について試験機を用いた実験結果を基に報告す

る。 
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